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新たな

人生のスタート

'93　2 月

成人の日の1 H15［］、町公民館で「成人式」

が行 われました。

新成人は男90人、女87人の計177人｡冨永武夫

町畏の式辞のあと。阿部浩美さんに成人証書、

瀬戸富子さんEこ記念品を贈りました。仲野周 ・

町議会議長、束海林正子町選管委員長の祝辞に

続 き、蓬田知展さんが「夢や希望を胸に抱き続

け、その実現に努めることを稗います」と答辞

を述べました。

全貝で記念撮彫したあと、立食パーティを鬨

いて和やかなひとときを過ごし’ました。



来
春
完
成
を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ

～
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
上
棟
式
～

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て

、

国
の
地
域
づ

く
り
推
進
事
業

の
認

定
を
受
け
て
建
設
を
進
め
て
い
る

「
国
見
町
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
」

の
上
棟
式
は
一
月
二
十
二
日

、
藤

田
字
観
月
台
の
建
設
現
場
で

行
わ

れ
ま
し
た
。

上
棟
式
に
は
、
県
や
町

、
町

議

会
、
ふ
る
さ
と
劍
生
事
業
懇
談
会
、

施
工

業
者
な
ど
、
関
係
者
約
九
卜

人
が
出
席
．
神
事
の
あ
と
．
￥

水

武
夫
町
長
、
本
間
利

雄
（
株
）
本
間

利
雄
設
計
事
務
所
長
．
鎌
形
昭
安

藤
建
設
｛
株

｝
東
北
支
店
長

が
力
強

く
櫺
（
つ
ち

）
人
れ
の
儀
を
行

い
、

各
代
表
者
が
次
々
と
玉
ぐ
し
を

さ

さ
げ
、
ｒ
‘
事
の
安
全
と
早
期
完
成

を
祈
願

し
ま
し
た
。

観
月

台
文
化

セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
。‘一
年

九
月

か
ら
約
二
十
九
億
円

を
か
け
て
姓
設
が
進

め
ら
れ
て
お

り
。
鉄
筋

鉄
骨

造
り
地
上
一
二
階
、

地
下

一
購
姓
て
。
セ
ン
タ
ー
棟
と

ホ
ー
ル
陳

を
合

わ
せ
た
延

ぺ
床
面

禎
は
約
五
千
五
百
平
方
Ｕ

。
町
章

を
か
た
ど
っ
た
セ
ン
タ
ー
棟
は
、

一
階
が
Ｍ
ｔ
‥
室
や
物
産

・
歴
史
資

料
展
示
室

、
多
月
的

ホ
ー
ル
な
ど
、

二

階
に
は
児
童
室
や
会
議
室
、

デ

イ
ケ
ア
室

、
一
二
階

に
は
健
康
増
進

の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
や
サ
ウ
ナ
、

ふ
ろ
な
ど
の
施
設
を
偉
え
、
地
階

は
視
聴

覚
室
や
調
理
実
習
室
。
高

さ
二
十
八
口
の
シ
ン

ボ
ル

タ
ワ
ー

か
ら
は
、
信
達
平
野

が
一
望
で
き

ま
す
。

町
の
木

・
赤
松
を
イ
メ

ー
ジ
し

た
ホ

ー
ル
楝
は
、
電
動
式
移
動
イ

ス
付

き
で
五
百
人
収
容
の
文
化
ホ

ー
ル
、
大
会
議
研
修
室
が
設
け
ら

れ
ま
す
。

文
化
セ

ン
タ
ー
は
今
秋
ま
で
に

本
体
工
事
を
終
え
。
来
年
三

月
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

▲力強く槌入れする、左から本間所長、冨永町長、鎌形支店長

９月末
完　成

国
見
東
部
高
齢
者
等

活
性
化
セ
ン
タ
ー

国
見
町
国
見
束
部
高
齢
書
等
活

性
化
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
の
起
工

式
は

．
Ｈ
卜
六
日
、
西
大
枝
字
王

壇
前

の
建
設
現
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。起

工
式
に
は
冨
永
武
夫
町
及
、

仲
野
刷
一
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

用
地
協
力
者
や
ｆ
１‐
事
関
係
者
な
ど

四
十
人

が
出
席
。
冨
永
町
畏

の
力

強
い
く
わ
入
れ
の
あ
と
、
各
代

表

者

が
次
々
と
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、

工
事
の
安
全
と
早
期
完
成
を
祈
願

し

ま
し
た
。

こ

の
国
兇
東
部
高
齢
者
等
活
性

化
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
化

地
域
晨

村
活
性
化
農
業
構
造
改
善
モ

デ
ル

事
業

と
し
て
国
の
補
助
を
受
け
て

建
設

さ
れ
る
も
の
で
、
総
工
費
約

一
他
二
千
五
百
万
円

、
鉄
骨
造
り

平
屋

建
て

、
敷
地
面

積
六
千
九
百

七
十
二
平

方
メ
ー
ト

ル
、
延
床
面

禎
約
四
百
八
十
五
平

方
メ

ー
ト
ル
。

今
年
九
月
末
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

セ
ン

タ
ー
に
は
健
康
教
室
（
季

節
保
育
所

）
。
研

修
室

、
窮
理
実

習
室
、
集
会
室
、
談
話
コ

ー
ナ

ー

な
ど

が
備
え
ら
れ
、
さ
ら
に
敷
地

内
に
は
体
育
館
、
遊
園
地

、
ゲ
ー

ト

ボ
ー
ル
場
、
駐
車

瑚
な
ど
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

・ 力強くくわ入れする冨永町長Ａ国見東郎高齢者等活性化センター完成予想図



公営住宅滝山第三団地

３月末完成目指し

建 設　進 む

快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
昨
年
六
月

か
ら
山
崎
字

東
流
山
に
建
設
中

の

『
公
営
住
宅

滝
山
第
三
団
地

』
は
、
三
月
末
の

完
成
に
向
け
て

、
急

ピ
ッ
チ
で
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す

。

公
営
住
宅
は
、
建
設
工
事
費
約

一
億
七
千
五
百
万
円
、
建
築

延
面

穡
八
九
四
罘
方

メ
ー
ト

ル
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
、

一
棟
十
二
戸
。

二
尸
当

た
り
約
七

十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
二
十
二
坪
）、

居
室
六
畳
一
。部

屋
、
閃一
・
五
畳
一

部
屋
。
台
所
食
事
室

と
、
ゆ
と
り

の
あ
る
間
取
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

工
事
は
一
月
末
現
在

、
室
内
の

造
作
工
事
に
入
っ
て

お
り
、
間
も

な
く
完
成
し
ま
す
。

入
居
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
後

日
、
か

い
ら

ん
等
で

お
知
ら
せ
し

ま
す

。

■

問
い
合
わ
せ

・
建
設
課
建
般
係

酋
翦
2
1
1
1
　
内
線
２
４
０

あ間もなく霓成する公営住宅海山第３団地

待
望
の
森
江
野
小
体
育
館

引

き

継

ぎ

式

森
江

野
小

学
校
体
育
館
の
完
成

引

き
継

ぎ
式

は
一
月
二
十
二
卩
、

完
成
し

た
ば
か

り
の
同
体
育
館
で

吁
わ

れ
ま
し

た
。

式

に
は
。
町

や
町
議
会
、
学
校

関
係
者

。
施
工
業
者
な

ど
約
二
十

人
か
出

席
し

。
施
工
業
者
か
ら
冨

永
町
長

に
体
育
館
を
引
き
継
ぎ
ま

し

た
。
ま
た

、
冨
永
町
長
か
ら
佐

藤
利
雄
町
教
育
委
員
艮
、
さ
ら
に

伊
勢
文
朗
咬
艮
へ
と
体
育
館
の
カ

ギ
が
引

き
渡

さ
れ
ま
し

た
。
カ
ギ

を
受
け

取
っ
た
伊
勢

校
長
は
「
立

派
な
体
育
館
を

造
っ
て

い
た

だ
き

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
児
童

の
体
力
と
運
動
能
力

向
上
の
た
め
に
大

い
に
活
用
し
ま

す
』
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
し
い
体
育

館
は
総
工
費
約
二

億
四
百
八
十
八
万
円

、
鉄
筋
コ

ン

ク
リ

ー
ト
・
鉄
骨
造
り

、
延

べ
床

面
積
は
八
百

三
卜
九
平
方
メ

ー
ト

ル
。
ア
リ

ー
ナ

の
ほ
か
に
ス
テ

ー

ジ
や
史
衣

室
。
器
具

介
庫
。
放
送

室
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。

▲佐驛町教育委員長から

体育館のカギを受ける伊勢校長

▲新しい体育館で早速、
縄跳びの練習をする児童の傭さん

ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

・
共

同

募

金

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

平
成
円
年
十
月
｛

日
か
ら
十
二

月
三
ト

ー
Ｈ
ま
で
央
施
し

ま
し
た

「
共
同
募
金
運
動
」
と
「
歳

末
た

す
け
あ

い
募
金
運
助
」
も
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協

力

に
よ
り
ま
し
て
。
そ
れ
ぞ
れ
目

標
額
を
達
成
す
る
こ
と
か
で

き
ま

し

た
。
深
く
感
謝
を
申
し
ｈ

げ
ま

す

。皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
共
同
募
金
は
、
早
速
、
県
共

同

募
金
会
へ
送
金

い
た
し
ま
し

た
。

ま

た
、
歳
末

た
す
け
あ
い
募

金
は
、

町
内
の
在
宅

の
寝

た
き
り
、
ひ
と

り
罧
ら
し

の
お
年
寄
り
、
母
子
・

父
子
家
庭

、
施

設
や
病
院
等
に
入

所
（
院
）

さ
れ
て

い
る
か

た
が
た

に
、
見
舞
金
と
し
て
お
贈
り

い
た

し
ま
し

た
。

◇
共

同

募

金

・
月
標
額
『

四
五
○
、
○
○
○
円

・
実
績
額
一
、
四
八
四
、
一
〇
四
円

・
達
成
率
一
〇
二
・
四
（
－

セ
ン
ト

◇
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

・
月
標
額

て

四
七
三
、
〇
〇
〇
円

・
実
績
額

て

四
八
七
、
八
八
五
円

・
達
成
率
一
〇

∵

○

パ
ー
セ
ン
ト



申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

町
県
民
税
・
所
得
税

平
成
四
年
分
所
得
の
町
県
民

税
、
所
得
税
の
申
告
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う

、
早
め
に
準
備
し
ま

し
よ
う
。

町
で
は
、
税
の
理
解
と
申
告
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、

次
の
日
程
に
よ
り
所
得
の
申
告

、
納
税
相
破
を
行
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
期
間
で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
申
告
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
期
　

間

２
月
９
日
１
３
月
1
5日

（
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
で

き

る
だ
け
指
定
日
に
お
い
で
く

だ

さ

い
）

◇
会
　

場

役
場
二
階
第
一
会
鏃
室

◇
時
　

間

・
午
前
：
：
９
：
0
0
～
1
2：
0
0

・
午
後
…
・
リ
0
0

？
琴
0
0

申
告
に
は
、
送
付
さ
れ
て

い

る
申
昔

書
と
印
鑑
の
ほ
か
、

次
の
書
類
な
ど
を
必
ず

ご
持

参
の
う
え
．
ぜ
ひ
申
告
者
本

人
か
お

い
で
く
だ
さ

い
・

１

所
得
・

経
費
関
係
書
類

①
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方

一

農
産
物
の
収
入
金
の
明
細
書

及

び
証
明
書

一

水
稲
、
果
樹
、
養
蚕
な
ど
の

受
取
共
済
金
明
細
書
及
び
果

樹
、
養
蚕
の
共
済
支
払
金
傾

収
証

・

平
成
四
年
中
に
大
農
具
な
ど

を
購
入
さ
れ
た
方
は
、
そ
の

領
収
証

・

雇
人
及

び
作
業
委
託
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
領
収
証

②
事
業
（
商
充
等
）
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
売
上
、
仕
入
、
経
費

等
の
諸
帳
簿

③
土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
か
あ
る

方
は
、
売
買
契
約
書

④
給
与
及

び
年
金
等
を
受
給
さ
れ

て

い
る
方
は
、
源
泉
徽
収
禀
ま

た
は
支
払
調
霤

⑤
申
告
者
及
び
家
族
の
方
か
日
堰
・

出
稼
ぎ
等
を
し
て

い
る
場
合
は
、

給
与
明
細

書

２

所
得
控
除
関
係
書

類

（
所

得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
も

の
）

①
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
（
1
0年
以
上
の
掛
金
）
．
生

命
共
済
の
支
払
証
明
書

②
建
物
共
済
及

び
火
災
保
険
料
等

の
支
払
証
明
右

③
医
療
費
支
払
証
明
書
（
支
払
医

療
費
か
所
得
の
５
％

ま
た
は
1
0
　

万
円
を
超
え
る
方
）

④
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る

証
明
書
等

３
そ

の

他

①
申
告
に
よ
り
源
泉
税
額
か
還
付

に
な
る
場
合
は
、
口
座
振
秤
に

な
り
ま
す
の
で
金
融
機
関
名
及

び
口
座
番
号
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

②
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け

ら
れ
る
方
で
、
添
付
書
類

等
不

明
な
点
に
つ

い
て
は
役
場
税
務

課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■

申
告
に

関
す

る
お
問
い
合
わ
せ

・
役
場
税
務
課

8
5
2
1
1
1
　
内
線
１
５
１

四

有
線
4
1
6
3

申　告　相　談　日　程　表

11　口 �眼 �
午 前 の 対 象 町 内 会　{

午前９時より12時 まで) �

午 後 の 対 象 町 内 会　(

午後１時より4 時まで〉

2 . 15 �月 �大木戸 �高 城

16 �火 �山根・光明寺 �鶉町・上野

17 �水 �源宗山西・東・北 一大坂 �山崎北・滝山・石毋田東

18 �木 �石毋田表・石毋田北 �石毋田原・石毋田西

19 �金 �(所 得 税 確 定 申 告)

22 �月 �(所 碍 税 確 定 申 告)

゛23 �火 �(所 得 税 確 定 申 告)

24 �水 �宮束・町東・耕谷 �山崎舘・小舘・宮前・宮舘・沢田

25 �木 �駅前・錦･j �大町南・大町北

26 �金 �(所 得 税 確 定 申 告)

３ ．１ �月 �(所 得 税 硫 定 申 告)

２ �火 �本町・富町南 �宮町北

３ �水 �(所 得 税 確 定 申 告)

４ �木 �原町・築舘・並柳 �北部・中郎

５ �金 �川　内 �(所 得 税 確 定 申 告)

８ �月 �(所 得 税 確 定 申 告)

９ �火 �森江訝 第１ �森江野第２・第３

10 �水 �森江野 第４・第５ �森江野第６・第７

11 �木 �森江對第８・第10 �森江野第９・第11

12 �金 �森江野 跡 �(所 得 税 確 定 巾 告)

15 �月 �(所 得 税 確 定 巾 告)

※所得税確定申告の方は、別途お知らせする日時においでください。

※中告相談は２月９日から始まりておりますが、２月15日以降分を掲載しました。



今
年
４
月
か
ら

町
税
等
の
「
口

座
振
替
」
が
で
き
ま
す

町
で
は
、
町
税
等
の
納
付
手
続

き
を
簡
素
合

理
化
し

、
町
民
の
皆

さ
ん
の
利

便
を
図

る
た
め
に
、
今

年
四
月
か
ら

口
座
振
替
納
付
制
度

を
実
施
い
た
し
ま
す

。

◇
対
象
と
な
る
収
納
金

・
町
県
民
税

（
普

通
徴
収
）

・

固
定
資
産
税

・

軽
自
動
車
税

・

国
民
健
康
保
険
税

・
国

民
年
金
保
険
料

・

保
育
所
保
育
料

・
幼
稚

園
保
育
料

・

町
営
住
宅
使
用
料

・
水
道
使
用
料

・

伊
達
西
部
土
地
改
良
区
費

・

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

◇

取
扱
金
融
機
関

○
町
指
定
（
指
定
代
理
）
金
融
機
関

・
福
島
信
用
金
庫
（
本
、
支
店
）

・
福
鳥
国

見
町
農
業
協
同
組
合

（
各
支
所
）

・
東
邦
銀
行

（
本

、
支
店
）

・
福
島
銀
行

（
本

、
支
店
）

・
大
東
銀
行

（
本
．
支
店
）

◇
振

瞥

日

振
替
は
納
期

限
の
三
営
楽
日
前

（
金
融
機

関
の
休
み
を
除
い
た

三
Ｈ
前
）
か
ら
納
期
限
の
間
に

行
い
ま
す
．

◇

そ

の

他

口
座
振
替
の
申
し
込
み
手
続

き

は
、
各
町
内
会
の
納
税
組
合

長

さ
ん
を
通
し
て
一
一
月
十
五
日
ま

で
行

っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
．

今
後
は
直
接
．
取
扱
金
融
機
関

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．
な

お
．
年
度
中
途
か
ら
申
し

込
ま

れ
た
場
合
は
．
二
か
月
後
の
収

納
金
よ
り

口
座
振
替
に
な
り
ま

す
．

問
い
合
わ
せ
は

、
税
務
課
徴
収

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
．

酋
a
2
1
1
1
　

内
線
１
５
３

道
は
く
ら
し
の
中
を

走
っ
て
い
ま
す

わ
た
し
た
ち
が
日
常
利
用
す
る

道

路
は
自
助
車
・
歩
行
者
な

ど
の

通
行
空
間

と
し
て
の
機
能
の
ほ
か

に
、

●
電
気
、
電
話
、

ガ
ス
。
上
下
水

道
な
ど
の
公
共
公
益
施

設
の
収

容
空
間

●
緑
化
、
通
風
、
採
光
な

ど
の
良

好
な
居

住
環
境
の
形
成
の

た
め

の
空
間

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
果

た

し
て
い
ま
す

。

わ
た
し

た
ち

は
、
家
の
中
は

い

つ
も
き
れ
い
に
整
と

ん
し
て

い
る

の
に
、
い
っ
た
ん
街

に
出

る
と
ど

う
も
マ
ナ

ー
に
欠
け

る
よ
う
で
す
。

も
う
一
度

、
道
路
へ
の

心
遣

い

や
マ
ナ
ー
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

函
道
路
は
広
く
、
上
手
に
／

道
路
は
み

ん
な
の
空
間
で
す
。

自
転
車
を

放
置
し

た
り
。
資
材

等
置
き
場
に
し
て
、
通
行
す
る

人
ぴ
と
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
道
路
に
は
み

出
し
た
樹
木
の
枝
は
伐

採
し
ま

圍

違
法

駐
車
は
や
め
ま
し

よ
う
／

違
法
駐
車
は
道
路
利
用
の
妨

げ

に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
交
通

事
故

の
原
因
や
緊
急
時
に
お
け

る
活
動
の
妨
げ
と
も
な
り
。
と

て
も
危
険
で
す
。
ル
ー
ル
を
守

っ
て

い
つ
も
広
々
と
使
え
る
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う
。

圍
い
た
わ
り
を
／・

空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸

い
殼
な

ど
ゴ
ミ
の
な

い
道
賂
は
。
人
の

心
を
さ
わ

や
か
に
し
ま
す
。
道

路
は
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

西
分
署
だ
よ
り

点
検
を
　
重
ね
て
築
く

火
　
災
　

ゼ
　
ロ

平
成
五
年

『
春
の
全
国
火
災
予

防

運
動

』
は
三
月
一
日
か
ら
三
月

七
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の

迷
動
は
、
火
災
の
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な

る
時
期
を
迎
え
。

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
火
災
発
生
を
防
止
し
、
死

傷
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。

一
、
物
品
販
売
店
舗
、
旅

館
、

ホ
テ

ル
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
か
出

入
り
す
る
防
火
対
象
物

に
か
か

わ
る
防
火
安
全
の
確
保

二
、
社
会
福
祉
施
設
。
病
院
な

ど
自

力
避
難
の
困
薙
な
人

が
。
多
数

入
所
し
て
い
る
施
般

に
お
け

る

防
火
安
全
の
徹
底

一
气
住
宅
地
域
に
お
け
る
防
火

対
策

の
推
進

衂
、
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発

生
予
防
対
策
の
推

進

こ
れ
ら
の
重
点
項
目
を
掲

げ
、

消
防
署
で
は
活
発
な
運
動
を
展

開

し
ま
す
の
で
。
地
城
住
民
の
皆

さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
防
火
は
安

心
の
原

点
で
す
。
大
切
な
財
産
や
、
時
に

は
生
命
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
火

事
。
最
近
の
デ
ー
タ
で
は

、
建
物

火
災
に
よ
る
死

者
の
う
ち
約

九
十

パ
ー
セ
ン
ト
を
住
宅
火
災
の
死
者

か
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人

た
ち

か
半
数
近
く
を
占

め
、
火
災
か
発

生
し
た
場
合
の
死
亡
率
を
他
の
年

齢
層
と
比
較
し
て

。
極
め
て
高

い

と
い
ｉ
悲

し
い
事
実
か
あ
り
ま
す
。

今
後
、
社
会

の
高
齢
化
か
急

ピ

ッ
チ
で

進
ん
で
ゆ
く
日
本
で
は
、

見
逃
す
こ

と
の
で

き
な

い
切
実
な

問
題
で

す
。
も
う
一
度
、
家
族
一

人
ひ
と
り
か
日
頃

の
防
火
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
。
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
安
全
へ
と
導
ぐ
方
法
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う

。



ご
覧

く
だ

さ
い

固
定
資
産
の
名
寄
帳

平
成
五
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
土
地
や
家
屋
、
地
積
。

評
価
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
る

『
名
寄
恨
』
を
次
の
期
間
中

、
閲

覧
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月

一

日
現
在
で
土

地
、
家
屋
、
償
却
資

産
を
有
し
て

い
る
方
に
つ
い
て

、

そ
の
固
定
資
産
の
価
格

を
も
と

に

算

定
さ
れ
ま
す

。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会

に
大

切
な
自
分
の
資
産
、
評
価

額

等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
閲

覧
期
間

３
月
１
日
（
月
）
～
2
2日
（
月
）

た
だ
し

、
土
・

日
曜

日
及

び
祭

日
は
除
き
ま
す
。

◇
閲

覧
時
間

午
前
８
時
3
0分

～
午
後
５
時

◇
閲
覧

鳩
所

役
場
税
務
課

◇

そ

の

他

期
間
中
は
無
料
で
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ

さ

い
。

■

問
い
合
わ
せ

・
税
務
課
固
定
資
産
係

霖
6
2
1
1
1
　

内

線
１
５

２

公

庫
融

資

受
　
付
　
中

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
四

年
度
第
四
回
申
し
込
み
を
３
月
1
2

日
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

。

こ
の
度
、
金
利
か
引
き
下

げ
に

な
り
、
今
ま
で
よ
り
ご
利
用
し

や

す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
申
し
込
み
は
お
近
く

の
金
融
機
関
（
住
宅
金
融
公

庫
業

務
取
扱
店
と
表
示
し
た
金
融

機
関
）

で
で
き
ま
す
の
で
、
大
変

便
利
で

す
。マ

イ
ホ

ー
ム
の
新
築
。
購
入

、

リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
を
お
考
え
の
方

は
、
ぜ
ひ
公
庫
融
資
を
ご
利
用

く

だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
住
宅
金
融
公
家
東
北
支
店

雲
０
２
２
－

２
２
７
－

９
３
1
1

異
動
の
あ
っ
た
方

お
届
け
く
だ
さ
い

～
伊
連
西
根
堽
土
地
改
良
区
～

平
成
五
年
度
の
水
利
費
賦
課
に

つ
い
て
、
賦
課
の
基
準
と
な
り
ま

す
農
地
が
売
買
等
に
よ
り
所
有
権

に
異
動
の
出
た
方
、
地
区

除
外
を

さ

れ
る
方
、
経
営
移
譲
等
（
亡

く

な
ら
れ

た
場
合
も
）
に
よ
り
名
義

変
更
さ
れ

た
方
、
ま
た
は
農
地
の

貸
借

が
行
わ
れ

た
場
合
は
、
水

利

費
の
支
払

い
者
名
を
確
認
の
う
え
、

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
へ
３
月
1
9

日
ま
で
届
け
出
く
だ
さ
い
・

■

届
け

先

桑
折
町
字
西
段
1
9

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

雲
勧
2
3
1
9

４

月
１
日
か
ら

電
波
利
用
料
制
度

ス

タ

ー

ト

電
波
利
用

料
制
度

が
、
四
月
一

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

電
波
利
用

料
は
、
不
法
無
線
局

の
増
加
に
対
処
し

。
電
波
妨
容
の

な
い
ク
リ
ア

な
環
境
の
整
備
や
、

今
後
の
無
線
局
数
の
急
激
な
増
大

に
も
円
滑
な
行
政
事

務
を
行
え
る

よ
う
に
す

る
た
め
、
無
線
局
の
免

許
を
お
持
ち
の
方
か
ら
一
定
の
負

担
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

利
用

料
金
は
。
無
線
局
の
種
類

に
よ
っ
て
五
百

円
か
ら
三
万
円
ま

で
の
間
で
九
つ
に
分
け
ら

れ
て

い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
ア

マ
チ

ュ
ア

無
線
局
は
五
百
円
。
簡
易

無
線
局

。

パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
局
、
陸
上
移

助

局
及
び
船
舶
局
は
六
百
円
で
す

。

お
支
払
い
の
時
期
に
は
、
郵
政

省
か
ら
納
入
告
知
書
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
お
支
払
い
は
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

朧
問
い
合
わ
せ

仙
台
市
青
葉
区
本
町
3
1
2
1
2
3
　

東
北
電
気
通
信
監
理
局
企
画
課

酋
０
２
２
・
２
２
１
・
０
６
5
7

伊
達
地
方
消
防
組
合

土
曜
閉
庁
の

お

知

ら

せ

伊
達
地

方
消
防
組
合
で
は

。
完

全
週
休
二
日
制
を
導
入
し
、
二
月

十
四
卩
か
ら
毎
週
土
曜
日

が
閉
庁

に
な
り
ま
し
た
。

・
毎
週
土
曜
日
が
閉

庁
に
な
る
と

こ
ろ

消
防
本
部

（
保
原
町
）

・
今
ま
で
通
り
開
庁
し
て
い
る
と

こ
ろ

中
央
消
防
署

（
保
原
町
）

東
　
分
　

署

（
霊

山
町
）

西
　
分
　

署

（
桑
折
町
）

南
　
分
　

署

（
川
俣
町
）

北
　
分
　

署

（
梁
川
町
）

２
月
７
日
は

北
方
領
土
の
1
1

一
八
五
五
年
二
月
七
日
、
伊
豆

下
田
で
日
露
通
好
条
約
か
結

ば
れ

ま
し
た
・

こ
こ
で

日
本
と
ロ

シ
ア

の
国
境
か
定

め
ら

れ
、
歯
舞

（
は

ぽ
ま
い
）
諸
島

、
色
丹

（
し
こ
た

ん
）
鳥

、
国

後
（
く
な
し
り
）
島
。

択
捉
（
え
と
ろ
ふ
）
島
か
口
本

の

領
土
で

あ
る
こ
と
が
国
際
的
に
認

め
ら
れ
た
の
で
す

。
そ
の
後
の
国

際
的
な
諸
取

り
決

め
か
ら
み
て
も
、

北
方
領
土
か

日
本

固
有

の
傾
土
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

‐‐
日
も
早

い
北
方
領
土

の
返
還

を
実
現
す

る
た
め
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
こ
の
問
題
を
正
し
く
理

解
し
、
み
ん
な
で
北
方
領
土
返

還

要
求
運
動
を
推

進
し
て

い
き
ま
し

国
民
年
金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後

を
保
障
す
る
大
切
な
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納

め
忘
れ
て
い
ま
す

と
、
万
一
事
故
か
あ
っ
た
と
き
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金

な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
四
年
度
保
険
料
の
納
め
忘

れ
か
あ

れ
ば
、
年
度
内

納
付
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
年
金
係

S
6
2
1
1
1
　

内

線
１
３
５

おしらせ



農
業
者
年
金

豊
か
な
老
後
は

”
の
う
ね
ん
”
で

農
業
者
年
金
は
、
安
心
し
て

加

入
で
き
る
国
の
年
金
で
す
。
ま
だ

加
入
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
、
一

日
も
早
く
農
業
者
年
金
に
加
入
し

農
巣
者
年
金
の
特
色

・
農
業
者

年
金
は
、
物

価
ス
ラ
イ

ド
（
毎
年
）
及
び
所

得
ス
ラ
イ

ド
（
五
年
ご
と
）

に
よ
り
年
金

額

が
引
き
上

げ
ら

れ
ま
す
の
で
、

年
金
額

が
目
減
り
す

る
こ
と
は

あ

り
ま
せ

ん
。

・
い
っ
た
ん
農
業
者
年
金
に
加
入

し

た
あ
と
会
社
勤
め
を
し
て
も
。

会
社
勤
務
の
期
間
の
う
ち
五
年

（
農
業

に
従
事
し
て

い
る
こ
と

が
必
要
）
ま
で
は
、
年
金
受
給

に
必
要
な
期
間
（
二
十
年
）
に

含
め
る
こ
と
か
で

き
ま
す

。

・
三
十
五
歳
未
満
の
加
入
者

は
、

三
割

引
の
特
定

保
険
料
か
適
用

さ
れ
ま

す
。

・
親
の
経
営
規
模

か
三
十
ｙ

以
上

五
十
冫

未
満
の
後
継
者
と
親
か

農
業
生
産
法
人

の
構
成
員
で
あ

る
後
継
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

■

問
い
合

わ
せ

・

国
見
町
農
業
委
員
会

8
5
2
1
1
1
　
内
線
２
７
０

受
講
者
募
集

朗
読
奉
仕
者

養

成

教

室

福
島
県
点
字
図
書
館
で

は
、
日

の
不
自
由
な
方
の

た
め
に
録
音
図

書
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
制
作
の

た
め
に
は
多
く
の
奉
仕
者
の
協
力

が
必
要
で
す

の
で
、
こ
の
奉
仕
者

を
養
成
す

る
た
め
次

に
よ

り
受
講

者
を
募
集
し

ま
す
．

◇
募

集
人
員
…
1
2名

◇
募

集
期
間

３
月
1
6
一
　０
　つ
月
3
1
H

（
当

日
消
印
有
効
）

◇
応
募
資

格

・

学
生
．
生
徒
以
外
の
方

・
基
礎
指
導

（
５
月
か
ら
７
月
、

毎

週
火
曜

日
）
及

び
実
技
指
導

（
９
月
か
ら
２
月
、
第
１
・
第

３

火
曜

日
）
を
県
点
字
図
書
館

で
受
講
で
き

る
方

◇
応
募

方
法

（

ガ
キ
に
郵
便
番
号
．
住
所
、

氏

名
、
年
齢
、
職
業
．
電
話
番

号

を
明
記
し
て

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

◇
選

考
方
法

録
音

に
よ

る
音
声
テ
ス
ト
．
漢

字
の
読
み
書
き
テ
ス
ト
及
び
面

接

に
よ

り
選
考

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

唇
攸
福
島
市
森
合
町
６
１

７

福
鳥
県
点
字
図
書
館

3
4
0
5
2
2

家
庭
で

職
場
で

冬
の
省
エ
ネ
作
戦

２
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

匚
疼

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
暖

房
用
の
も

の
が
多
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
全

体
の
約
三

割
を
占
め
て
い
ま
す

。
給
湯
用
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含

め
る
と
、
全
体

の
三
分
の
二
に
も

な
り
ま
す
。
石

油
を
ほ
と
ん
ど
輸
入
で
カ

バ
ー
し

て
い
る
日
本
と
し
て

は
、
上
手
に

効
率
よ
く
使
う
こ
と
が
人
切
で
す
。

あ
な
た
の
小
さ
な
心
が
け
か

、

大
き
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
っ
な

が

り
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

、

省
エ
ネ
を
始
め
ま
し

ょ
う
。

戸 籍 の窓 口
（１ 月受 付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名　保護者　　町内会
光( ひか る)膨藤 正人 上　 野

詩 音(し お ん)武田 正裕 言 町 北
誠( まこ と)佐藤　 進 富 町 北

みさき　　　　田口 裕之 石母田東
千 尋(ちひ ろ)八鳥 富― 山崎 北
由 衣(ゆ　 い)平野 男一 山崎 舘

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　 町内会

｛ 大 貫 芳 男　　　 富 町 北
岡 本 栄 子　　　 小　 坂

｛
黒 田 和 雄　　　 駅　 前
佐 藤 逮 子　　　 山崎耕谷

おくやみ申しあげます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

佐 藤 いわ子　　63　　 第　 四

阿 郎 ダラヨ　　89　　
石毋田表

市 川 モ　ン　　80　　 石
母田表

裴 澤 長 次　　65　　 光 明 寺

阿 部　ト　ヱ　　75　　 石毋田北
屹 ●　ト　ヨ　　96　　 北　 郎
歟 藤 君 子　　49　　 第　 四
星 野 キ　ソ　　83　　 光 明 寺
岩 城 キクノ　　92　　 大 町 南

渡 部　い　と　　81　　
山　 根

岡　田 洋 夫　　45　　 貝　 田
安 藤 ハ ル　　58　　 的　 田

渋 谷　／丶　
ナ　　79　　 光 明 寺

佐 藤ﾉ ルヽヨ　　
フ8　　 北　 郎

斎 藤　ミ　ナ　　83　　 石母田東

佐 藤 喜二郎　　85　　
北　 郎

渋 谷 ｙ　ン　　86　　 光 明 寺
菊 地　ト　ミ　　70　　 宮 町 北

人 口 と 世 帯
２月１日現在（前月比）１月中のうごき

人
　
　

口

･男5.  ? 人(  十 1) 転 入25 人･

女6 人（一11）転 出23 人

計 , 4 人 ( ｰ 10  ) 出　生　６人

世帯敷3 , 019戸(  十 3 )死 亡18 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役 場 二 階 相 談 室 ( 東●入口からお入り７ きい）

時 間： ９時 ～12 時

こ まっ たこ とや 、 相談 ご と があ り ま し た ら、

お 気 軽 にご 相 談 下 さ い。 秘密 は 絶 対 に 守 り ます 。

〔相談員〕

２月25μ（木）阿部 俊忸・山内 聡子

３月５日（金）後藤　 一・小西 絹子

３月15日（月）高橋藤右工門・築瀬貞子

こよみ

２月　如月（きさらぎ）

1叩 （火）所得税の確定申告

日 (金）雨 水

2211（月）世界友情の日

３月　弥生（やよい）

ＩＵ（月）全国火災予防運動

３日（水）ひな祭

５日（金）啓 蟄

名日 り|）国際婦人デー



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

酋8 5 ｰ 2 6 7
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寿
祝
い
新
年
会

阿
津
賀
志

学
　
　

級

阿
津
賀
志
学
級
で
は
、
一
月
二

十
二
日
午
前
十
時
よ
り
。
町
公
民

館
で
寿
祝
い
新
年
会
を
開
き
ま
し

た
。こ

の
新
年
会
は
、
学
級
生
に
と

っ
て
最
も
楽
し
み
な
行
事
で
、
毎

年
一
月
に
開
い
て
お
り
ま
す
か
、

朝
方
ち
ら
つ
い
た
小
雪
も
す
っ
か

り
止
み
、
新
年
会
を
寿
ぐ
か
の
よ

う
に
青
空
の
見
え

る
素
睛
し

い
大

候
に
恵
ま
れ
。
会
場
一
杯
に
約
二

百

二
十
名
と
い
う
多
数
の

学
級
生

か
出
席
し
て

、
和
や
か
に
新
年
と

長
寿

を
祝
い
合

い
ま
し

た
。

式
は
学
級
の
歌
斉
唱
に
始
ま
り
。

藤
田
委

員
艮

が
「
今
後
も
多
く
の

こ

と
を
学
び
、
地
域
に
役
立
て
る

よ
う

な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
こ

う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
後
．
春
日

館
長
の
あ

い
さ
つ
、
覈
賓
の
冨
永

町
．長
、
仲
野
町
議
会

議
長
の
ご
祝

辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
．

続

い
て
、
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た

松
浦
痲
さ
ん
を
は
匕

め
、
米
寿

の

二
名
、
喜
寿

の
十
七
名
．
占

希
の

二
十
名
の
方

に
そ
れ
ぞ
れ
賀
詞

と

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
松
浦

さ
ん
よ
り
．
謝
辞

が
あ
っ
て
終
わ

り
ま
し
た
．

そ
の
後
．
該
当
翕
全
員
に
よ

る

記
念
写
真
撮

影
を
し
．
藤
踊
会

の

み
な
さ
ん
に
よ
る

「
高
砂
船
一

な

ど
兌
ｔ
ｆ
な
舞
踊
を
観
賞

し
ま
し

た
．

ま
た
、
芸
達

者
な
学
級

生
に
よ

る

民
謡
や
歌
謡

、
舞
踊
．
朗
読
な

ど

の
発
表
も
あ

り
、
盛
ん
な
拍

手
を

送
り
な
が
ら
、
和
や
か
な
交
流

が

吁
わ
れ
、
楽

し

い
ひ
と
時
を
過

ご

し
ま
し
た
．

今
年
度
の
乃

祝
い
該

当
肴
は
次

の
と
お
り
で

す
．

（
敬
称
略
）

●
卒
寿
　
　

松
浦
　

真

・

米
寿
　
　

佐
藤

カ
ツ

ニ

ノ
幡

フ
ヨ

●
喜
寿
　
　

十
七
名

●
占

希
　
　

二
十
名

４卒寿祝いの記念品を受ける松浦さん

町
長
杯

囲
碁
・
将
棋
大
会

国
見
町
公
民
館
、
囲
碁
同
好
会
、

将
棋
同
好
会

主
催
に
よ
る
第
一
回

国
見
町
長
杯
幽
暮

、
将
棋
大
会
か

二
月
七
日
、
町
公
民

館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

囲
碁
と
将
棋
の
大
会
か
同
じ
会

場
で
開
か
れ
る
こ
と

は
初
め
て
の

試
み
で
あ
り
。
勝
負

ぽ
か
り
で
な

く
囲
碁

。
将
棋
の
愛
好
者
同
士
及

び
異

世
代
と
の
交
流
を
図
る
た
め

に
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

大
会

に
は
中
学
生
か
ら
八
十
五

歳
の
商
齢
者
ま
で
五
十
五
名
か
参

加
し

、
大
会
長
の
冨
永
町
艮
の
あ

い
さ
つ
、
各
審
判
長
か
ら
対
局
Ｌ

の
注
意
な

ど
が
あ
り
、
国
見
町
の

本
因
坊
、
王
将
を
目
指
し
、
和

や

か

に
も
熱
の
こ
も
る
対
局
か
行
わ

れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
囲
碁
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

Ａ
級
優
　

勝
　

村
上
　

健
一

準
優
勝
　

加
藤
　
拙

生

第
一
位
　

生
亀
　

哲
男

第
二
位
　

小
野
　
智
義

第
三
位
　

斎
藤
　

尹
郎

Ｂ
級
優
　

勝
　

寺
島
　

勇
夫

準
優
勝
　

八
鳥
　

孝
雄

第
一
位
　

羽
根
田
孝
司

第
二
位
　

斎
藤
　

武
男

第
三
位
　

横
山
　

辰
雄

○
将
棋
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

Ａ
級

優
　
膓
　

玉
手
　
芳

正

準

優
勝
　

開
眼
　

眠
敏

第

］
位
　

増
田
　
和

弘

第
二
位
　

擂
沢

太
一
郎

第
三
位
　

大
野
　

重
好

Ｂ
級
優
　

勝
　

田
中
　

正
雄

準
優
勝
　

斎
藤
　

洋
次

第
一
位
　

前
田
　
　

磨

第
二
位
　

蓬
田
　

寛

第
三
位
　

増
田
　

栄
夫

Ａ盤上に熱雌を展開

寄

贈

図

書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
飛
翔
、
私
の
『

Ｉ
ド
ル
　

一
冊

小
田
原
ぷ
別
堀
　
内

田
玲

子
様

○
口
語

一
。会
津
風
俗
幌
』

（
年
中
行
事
篇

）
　

二
冊

福
島
市
入
江
町
　

三
瓶
源
作
様



健
や

か

に

老

い

る
た

め
に

卜
成
人
学
級
・
女
性
教
室

合
同
学
習
会
Ｉ

高
齢
化

社
会
に
お

い
て
、
健
や

か
に
老

い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
常

に
願
望
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の

よ
う
な
生
き
方
を
学

ぶ
た

め
一
月
二
十
八
日
。
成
人
学
級
・

女
性

教
室
の
合
同
学
習
会
を
開
催

し

ま
し

た
。

講
師

に
は
桜
ヶ
丘
病
院
の
古
川

博
之
医
学
博
士
を
お
迎
え
し
、
老

人
性
の
病
気
の
実
態
と
現
代

の
進

歩
し

た
治
療
法
、
健
や
か
に
老
い

る
た
め
に
は
老

い
を
素
直
に
受
け

入

れ
な
が
ら
病
気
と
上

手
に
つ
き

合

い
、
何
よ
り
も
心
の
健
康
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
意
義
深

い
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

身
近

な
健
康
の
問
閣

だ
け
に
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
真
剣

な
様
子

で
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

▲健庸への知識を深めた合同学習衾

ス
キ
ー
で

親
子
の
ふ
れ
あ
い

冬
の
健
康
づ
く
り
と
親

と
子
の

心
の
ふ
れ
あ
い
を
求

め
て
一
月
三

十
一
日
、
二
本
松
市
の
塩
沢

ス
キ

ー
場
で
、
親
子
二
十
六
名

が
参
加

し
て
ス
キ
ー
教
室

が
開

か
れ
ま
し

た
。当

日
の
ス
キ
ー
場

は
時
折
小
雪

が
舞
う
ス
キ
ー
日
和
で

、
ゲ
レ
ン

デ
に
色
と
り
ど
り
の
花

を
咲
か
せ

た
よ
う
な
ス
キ
ー
服

を
身

に
つ
け

た
親
子
が
、
仲
良
く
ス
キ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
初
心
者

は
町
体
協
ス
キ

ー
部
の
羽
根

俊
一
さ
ん

、
黒
田
武

さ
ん
か
ら
基
本

的
な
指
導
を
受
け
、

お
っ
か
な
び
っ
く
り
、
す

べ
っ
て

転
ん
で

ぱ
か
り
い
ま
し

た
が
、
午

後
か
ら
は
ど
う
に
か
滑

れ
る
よ
う

に
な
り
、
大
喜

び
。
親
と
子
が
心

の
ふ
れ
合

い
を
深
め
、
冬
の
一
口

を
楽
し
く
過

ご
し

ま
し

た
。

▲観子のふれあいを深めたスキー教室

行　　事　　の　　お　　知　　ら　　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 参 �月�日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事

２ �15�

月�・子ども移動図;!1館（小坂小） �２�28�日 �・仲間づくりスキーツアー（猫魔スキー塲）

�16�火 �・子ども移動図書館（藤田小３年） �

３�

２ �火 �・子ども移助図書館（森江野小）

�17�水 �・くにみ女性教室（料理実習、閉講式） ��３�水 �・子ども移助図書館（ 大木戸小）

�18�木 �・子ども移動図沓館（大木戸小） ��４�木 �・Ｆども移動図杏館（大枝yjヽ）

�】９�金�・ 木目込人形教室 ��８�月 �・子ども移動図政館（小坂小）

�24�水 �・成人幸級（地域づくりと成人の役割､閉講式） ��９�火 �・子ども移動図書館（藤Ⅲ小２年）

�25�木 �
・阿津賀志学級（心と体の健康、閉講式） ��10�水 �・子ども移動図書館（鱗田小３年）

���・子ども移動I司耆館（膝田小１年） ��11�木 �・子ども移助図耆館（藤剛小Ｉ ㈲

�26�金 �・子育て教室閉講式 ��】2�盒 �・成人学級委貝会

偉　 考 ���
・了ども移動図書館の活動　　　

２り　紙しぽいとョーョーづくり、３Ｈ　 夲の回収



レ
ベ
ッ
カ
さ
ん

日
本
の
文
化
に
触
れ
る

昨
年
ｔ

二
月

か
ら
国
見
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
佐
藤
金
一
会
長
）

の
招
き
で
国
見
町

に
滞
在
し
て
い

た
ワ
イ

ズ

ー
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
（
一
七
）

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ー
は
、
約
一

か
月

半
の
問
、
日
本
の
文
化
や
習

慣
な
ど
を
学
び
ま
し
た
．

国
見
町

に
滞
在
中
は
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の
奥
山
宏
さ
ん

＝
藤

川
字
北

．
．二
＝
宅
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

主
催
の
歓
迎
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
県

北
中
学
校
の
授
業

に
参
加
し

た
り
、

習
字
や
生
け
花
の
手
ほ

ど
き
を
受

け

る
な
ど
、
町
内
の
中

・
商
校
生

を
は
じ
め
地
域
の
人
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

レ

ベ
ッ
カ
さ
ん
は
帰
国
を
前
に

し
た
一
月
十
九
日
、
佐
藤
会
畏
ら

と
と
も
に
冨
永
町

及
を
訪
問
し
、

滞
在
中
の
楽
し
い
思

い
出

な
ど
を

和
や
か
に
歓
談
し

ま
し

た
。

▲ライオンズクラブ会員の皆さんと冨永町長を訪間
したレベッカさん（中央）

威
勢

よ

く

鬼
は
外
！
福
は
内
！

節
分
の
日
の
こ
月
三
日

、
藤
田

幼
稚
園
（
畠
腹
順

一
園
長

）
で
豆

ま
き
を
行

い
ま
し

た
。
園
長
先
生

か
ら
「
節
分
」
に
つ
い
て
の

お
話

を
聞

い
た
あ
と
、
自
分

た
ち
で
作

っ
た
鬼
の
面

を
か
ぷ
り
、
用
意
さ

れ
た
豆
を
手

に
、
友
達
や
先
生
に

向
け
て
人

き
な
声
で
「
鬼
は
外
／
’

福
は
内
／
・
」

と
元
気
よ
く
豆
を
ま

き
、
悪

い
鬼
を
退
泊
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
藤
田
保
育
所

で
も
一
呪
ま
き
を
行

い
、
子
ど
も
た

ら
全
貝

が
遊
戯
室
の
ス
テ

ー
ジ
の

Ｌ

か
ら
、
威
勢
よ
く
豆
を
ま
き
ま

乙

た
。

Ａにぎやかに豆まきを楽しむ園児の傭さん

交
通
指
導
隊
が
発
足

桑
折
地
区
交

通
安
全
協
会
交
通

指
導
隊
の
発
隊
式

が
こ
の
ほ
ど
、

桑
折
警
察

署
内
で
行

わ
れ
、
二
十

七
名
が
交
通
指
導

隊
員
と
し
て
桑

折
地
区

交
通
安
全
協
会
畏
及
び
桑

折
警
察
署
長

か
ら
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。

交
通
指
導
隊
員
の
皆

さ
ん
は
、

今
後
、
交

通
事
故
の
な

い
明
る
い

町
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
街
頭
指

導
や

広
報
活
動
、
各
種
行
事
等
に

伴

う
交
通
整
理
な
ど
を
行
い
、
地

域

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
乖
故
防
止
活
動
に
努
め
ま
す
。

委
嘱
を
受
け
た
国
見
町
の
交

通

指
導

隊
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

（
敬
称
略

）

▽
隊
　

長
―
武
田
富
夫
（
藤
田

）

▽
副

隊
長
―
熊
坂
初
男
（
小
坂
）

▽
隊
　
員
ｌ
岡
崎
長
市
、
黒
田
義
　

男

、
秦
精
一
、
古
田
美
智
夫
（
藤
　

田

）
、
林
栄
次
郎
、
高
橋
勝

美
（
小
　

坂

）
、
俺
藤
悦
郎
、
佐
藤
長

一
、

樋

口
典
誰
（
森
江

野
）
、
阿
部
邦
　

雄
、
高
橋
一
博
、
岡
田
良
一
（
大
　

木
戸

）

ム本田桑折讐察薯員から委嘱状を受ける隊員の皆さん

火
災
か
ら

文
化
財
を
守
ろ
う

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
月
二
十

六
口
、「
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
ろ
う
」

と
町
教
青
委
員
会

、

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
皆

さ
ん
は
、
町
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
光
明
寺
の
一
二
常
院
木

造
阿
弥
陀
一
二
尊
立
像

、
福
聚
寺
な

ど
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し

ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、
文
化
財
周

辺
の
防
火
体
制
な
ど
を
点
検
、
さ

ら

に
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
を

調

べ
ま
し
た
。

▲文化財パトロール

ご 協 力

ください 献血バス来町
３月１５日(月)

19 :00 ～11:30 国 見町役場 前　　　　l

12:叩 ～13:00 麁大岩襭ＳＩ 某所国見工場前

14t15 ～15:15 昶 福梁製 作所 前

15:30 ヽ17:00 福島信 用金庫国 兄 支店 前

～
わ け 愛 、 献 既 こ

ｊ-_._.－

Ｉ
■ｒ

事

ｙ

冫

一

一

？

卜

亅

’

．Ｊ

ｉ…―

・

‐
羣

○
寒
い
日

が
続

き
ま
す

が
、
立
容

が
過
ぎ
て
暦
の
上
で
は
も
う
春
。

受
験
生
に
と
っ
て

は
今

が
試
練
の

時
。
こ
こ
を
乗
り
切
る
と
、
や
が

て
本
当
の
存
が
訪
れ
る
。
体
調
を

整
え
、
も
う
ひ
と
息
。

が
ん
ば
れ

受
験
生
。

免
　

｀
集

国
見
町
峨
務
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

Ｓ
九
六
九
丿
一
匕
　

Ｓ
（
○
一
‘四
五
）
八
五
一

二
一
一
一
（
代
表
）

わ
だ
い
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